
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

倉吉北高図書館 

2017.8.7 

.18 
         夏休みも中盤になりました。どのように過ごしていますか？ 

         夏休み中に一冊本を読んでみてはいかがでしょうか？ 

「かのこちゃんとマドレーヌ夫人」 

万城目学 

かのこちゃんは小学１年生。マドレーヌ夫

人は外国語を話し犬の夫を持つ猫。か

のこちゃんとマドレーヌ夫人の毎日に不

思議な出来事や驚きが満ちている。 

「本屋さんのダイアナ」 

柚木麻子 

ダイアナの名前は「大穴」と書く。金髪でパサ

パサ。自分を否定していたダイアナに光を射

したのは本の世界と同級生の彩子だけ。少女

から大人へ成長する彼女たちを描く。 

「オリンポスの神々と７人の英雄」 

リック・リオーダン 

神々のこどもたち「ハーフ」が集まる訓練

所に入った３人はオリンポス神の１人ヘラ

を助けるために冒険の旅へ。ギリシャ神

話の英雄たちが活躍する人気シリーズ。 

「ソロモンの偽証」 

宮部みゆき 

中学校に起こった事件。自殺なのか、他殺な

のか？殺したのは不良グループ？それとも

ほかに？真実を求めて亡くなった男子生徒

の同級生が学校内裁判をすることに・・・ 

「みかづき」 

森絵都 

昭和３０年代。塾が出来始めたころから現代

までを描く。寺子屋的な塾から進学塾へ。意に

反しながらも塾も時代の流れとともに姿を変

えていく。「教育」とは何か。 

「山陰絶景」 

ＫＷＡＮ 

写真集。山陰の風景をドローンを使って

撮影。見たことのない景色が広がってい

ます。豊かな自然と歴史の深さを感じら

れる一冊です。 

「火星の人」 

アンディ・ウィアー 

有人火星探査が６日目にして中止に。火星

を離脱するときにクルーの１人マークが取り

残された。不毛の惑星に取り残された彼は

生き延びるために技術と知恵を駆使する。 

「５秒後に意外な結末」 

桃戸ハル 

短編集。２ページで１つの話。ページをめ

くると意外な結末になっている、という話

が１００話掲載。思わず笑ってしまう話や

ジーンとくる話がいっぱい。 

１冊読破を目指そう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「５秒後に意外な結末-ミノタウロスの青い迷宮」 桃戸ハル編著 

「まだなにかある（上下巻）」 パトリック・ネス著 

「君は月夜に光り輝く」 佐野徹夜著 

「日本文学全集 近現代作家集Ⅲ」 

 「自衛官になる本 2018-2019」 

「和菓子の絵本」 平野恵理子作 

「ハゲましの言葉 そんなにダメならあきらめちゃえば」 齋藤司著 

「山陰絶景」 ＫＷＡＮ写真 

 

8/3（木）～8/9（水）は

蔵書点検を行っていま

す。期間中は図書館を

閉館していますが、登

校日の午前中は開館し

ています。返却、貸出

は通常通り行います。 

ただ今 

 

新聞を読んでいますか？インターネットでもニュースは読める 

けど、新聞なら、さらに詳しい内容があったり、解説があったりする 

のでより詳しく知ることができます。そして新聞は「自分の頭で 

考える習慣」を身につけることができます。世の中には簡単には 

解決できない問題や正解が見つからないものがあります。それに 

ついて自分自身で正解を探さなければなりません。そんな時には 

新聞の様々な角度からの分析が役に立ちます。 

新聞を読んだことがない人は、見出しだけでも良いので 

まずは新聞を広げてみる事から始めてみましょう！ 

(参考資料：池上彰の新聞っておもしろい！ 新日本海新聞社作) 

リクエストお待ちしています！ 
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明
治
17
年
、
群
馬
県
に
生
ま
れ
る
。
生
活
は
決

し
て
豊
か
で
は
な
か
っ
た
。
18
歳
の
時
キ
リ
ス
ト

教
の
洗
礼
を
受
け
る
。
以
後
伝
道
師
と
し
て
幅
広

く
布
教
活
動
を
行
っ
た
。
同
時
に
文
学
に
強
い
関

心
を
持
ち
仲
間
と
同
人
誌
を
発
行
し
、
そ
の
後
詩

集
を
出
版
。
一
躍
注
目
を
浴
び
る
詩
人
と
な
る
。

し
か
し
結
核
に
か
か
り
、
詩
作
期
間
は
15
年
、
わ

ず
か
40
歳
に
し
て
永
眠
し
た
。 


